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持続可能な未来構築に貢献するエネルギー・環境・資源 

- 国際的視点からのシナリオプランニング 

 
浦島邦子, ○村田純一, 蒲生秀典（NISTEP） 

 

 

 
1. はじめに 

東日本大震災以来、わが国のエネルギー政策は、

これまで以上に多くの解決すべき課題を抱えて

いる。政府は、気候変動問題解決に貢献すること

を目標に、原子力と再生可能エネルギーの推進を

優先政策としてきたが、原発事故以来、政策の見

直しが各方面でなされている。化石燃料枯渇や温

室効果ガス排出量の増加、エネルギー資源の問題

は、わが国のみならず、世界各国が協力して取り

組むべきグローバルな重要課題である。さらに、

わが国では人口減少や高齢化、グローバル化によ

る社会の変化などにより、生活環境の変化への対

応も含めて、自然環境保全に取り組む必要性が増

大している。 

本調査は、我々が 2013-14 年度に実施した第 10 
回科学技術予測調査1)のうち、2030 年の社会を想

定した、エネルギー・環境・資源2)の技術実現に

寄与する方策を基に、実現するためのシナリオに

ついての考察を目的とする。 
 

2. 調査の方法 
最初に、総合科学技術・イノベーション会議3)

や外務省4)、並びに各省庁5)で検討している科学技

術に関する議論の中でも、特に環境やエネルギー

に関連する施策について情報収集し、施策に関す

るレビューを行った。 
科学技術予測調査(いわゆるデルファイ調査)

の「エネルギー、環境、資源」分野の結果で得ら

れた個々の技術に関する重要度、競争力、社会実

装予測年などを、ビジョン調査で得られた持続可

能な社会に関連する項目と、マインドマップを用

いて関連付けて俯瞰した。 

そして、ビジョンとデルファイ調査で得られた

結果をベースに、国際社会での日本の位置づけと

役割を明確化するために、エネルギー・環境・資

源に関するシナリオを「リーダーシップ」、「国際

協調・協働」、「自律」の視点でそれぞれ作成した。 

 
3. 結果 

3.1 ビジョン調査結果からの検討 

2030 年をターゲットとした未来の社会像と、そ

の社会での課題を抽出する目的で実施したビジ

ョン調査の中で、エネルギー・環境・資源は社会

を支える基礎的な位置づけであり、全ての分野に

関連が深いことが明確となった。今回実施した社

会ビジョンのテーマの中では特に「世界の中の日

本」、「人口構成」、「都市・地域・コミュニティー」

のワークショップで論点に挙がることが多かっ

た。 

 

3.2 デルファイ調査結果からの検討 

専門家を集めてワークショップを開催し、2030

年の社会において、エネルギー・環境・資源に関

して注目される方向性について議論した結果、次

の視点が挙げられた。 

A エネルギー: 生産から消費、流通・変換・

貯蔵・輸送 

生産から消費にわたるライフ・サイクル・アセ

スメント (流通・変換・貯蔵・輸送を含む)を考

慮したエネルギーのベストミックスに関して検

討する。 

B 環境: 地球温暖化、保全、解析･予測、創

成、リスクマネジメントを含む、グローバルから

地域特性も含めた問題解決に資する技術 

地球温暖化対策、保全、解析･予測、環境創成、

それらすべてに関連するリスクマネジメント、そ

してグローバルから地域特性も含めた問題解決

に資する技術について検討する。 

C 資源: 鉱物資源から未利用の地熱、リサイ

クル・リユースおよび及び水 

鉱物資源や未利用の熱、水をリサイクル・リユ

ースし有効活用できる技術を中心に検討する。 

デルファイ調査では、生産から消費(流通・変

換・貯蔵・輸送を含む)までを対象としたエネル

ギー関連の 36、鉱物資源からリサイクルまで含む

資源関連 27、地球温暖化、環境保全、環境解析・

予測、環境創生とリスクマネジメントも含んだ環

境関連 30の合計 93トピックを設定し調査を行っ 
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た。その結果、重要課題としては、エネルギー関

連のトピックスが挙げられ、国際競争力が高いト

ピックスは重要度も高い結果が得られた。そして、

ほとんどの技術は 2030 年までには実現が見込ま

れており、その手段としては、資源配分や法改正

といったことが効果的であることが示された。技

術の社会実装年の一例を図 1に示す。 

 

3.3 シナリオ作成に関する検討 

デルファイ調査結果とビジョンを踏まえて、有

識者ワークショップとヒアリングを実施し、シナ

リオライティングの検討を行った。 

「エネルギー・環境・資源」は、わが国では特に

他国との関係が重要であり、鉱物資源の輸入や、

環境技術の輸出など、国際社会における日本の位

置づけを考慮することは、将来社会にとっても重

要課題のひとつである。 
 

図 1 デルファイ調査で得られた技術の社会実装予測時期の例 

 

表 1 国際的な視点に立ったエネルギー、資源、環境に関する 2030 年のシナリオ 

 
 2030 年のシナリオ 

リーダーシップ 

「温暖化問題解決に貢献する、世界をリードする技術開発の推進」 

日本のものづくり産業が技術の簡易化やコスト削減への対応などによって競争力を維持しつつ、温

暖化問題解決に貢献するさまざまな技術開発は実現化が進み、環境とエネルギー関連技術に関して

わが国は世界をリードしている。日本が持つモニタリング、発生メカニズムの解明などといった地

球観測技術は、気候変動の緩和、自然災害を低減するための適応技術、環境や生態系におけるリス

ク要因の解明と適切な対策にも適用され、世界の環境問題解決に貢献している。 

 

国際 

協調・協働 

「地球規模問題への対応と世界の発展への貢献」 

地球温暖化が農林水産資源に与える影響評価に基づく資源変動予測・管理技術や、熱帯林破壊防止

と再生活動のための観測・評価技術などに関しては、途上国では以前のように日本からの経済的支

援を受けることはなくなったが、技術開発については日本と共同で ASEAN 各国において自国を中心

として展開されている。そして世界の水ビジネスを通じてわが国は世界の貧困撲滅に貢献している。

 

自律 

「全体最適化を考慮したシステムの実現」 

インフラの全体最適化を考慮したシステムの実現は、地方活性化や災害対応にも大きな影響を及ぼ

した。自然との調和をはかりつつ海外展開することを目指して自助努力し続ける、地方都市を中心

とした地域向け農業に関するさまざまな開発も進展している。事業採算性をクリアするための個々

の要素技術の全体最適化のためのソフトウェア開発や、統合システムの展開を基本に進められてい

る。こうした取り組みは、国内のみを対象としたものではなく、移民や人に代わるロボットなどの

視点も含めて検討されている。 
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「リーダーシップ」は、世界でトップクラスの

レベルを持つ日本の節電技術や省エネルギー技

術などを通じて世界貢献する姿を検討した。 
「国際協調・協働」では気候変動など一カ国で

は解決困難なグローバルな問題への対応を考慮

した。 
そして「自律」は経済発展と環境との共存など、

国内を中心とした視点に注力し、シナリオを作成

した。 
その際、エネルギーに関しては、環境への悪影

響を軽減し、気候変動問題解決に貢献することや、

エネルギーのベストミックスの視点で検討した。

また生産から流通・変換・貯蔵・輸送といった資

源から消費までを考慮したが、2020 年までに実現

を目指している水素について注視し、シナリオを

作成した。 

 環境分野は人口減少や高齢化、グローバル化社

会など、生活環境の変化への対応も含めて、自然

環境保全に取り組む必要性に注目した。地球温暖

化対策や環境保全など、技術だけでは解決が困難

な課題に対応するリスクマネジメントも、評価か

らコミュニケーションを含めて検討し、シナリオ

を作成した。 

資源は鉱物資源をはじめ、未利用の廃熱や地域

資源である地熱、世界トップレベルの水処理技術

に着目し、グローバルから地域特性も含めた問題

解決のための技術を対象とした。 

こうした検討をした後、国際的視点で作成した

シナリオの概要を表 1に示す。 

また、シナリオ作成と同時に解決すべき課題と

政策への期待、実現に向けた施策についても検討

した。政府・自治体、公的研究機関、企業、業界

プラットホーム組織、学･協会、大学、その他人

材育成機関、金融･投資機関、市民・NPO といった

ステークホルダー別に、推進するための戦略と留

意点について検討した。「国際協調・協働」の視

点で検討し、実現に向けた課題と政策への期待と

してまとめた結果を表 2に示す。 

表 2 実現に向けた課題と政策への期待 

 

「全体最適化を考慮したシステム

の実現」 

地球温暖化問題を解決する 

世界トップレベルの技術開発の推進 

地球規模問題への対応と 

世界の発展への貢献 

解
決
す
べ
き
課
題 

エネルギー生産、消費、 

流通・変換・貯蔵・輸送 

• 事業採算性 

• 地球温暖化対応を考慮した施策 

• 実用化に向けた、個々の要素技術

の全体最適化システム 

• ICT 技術の駆使によるエネルギ

ーの有効活用と効率向上 

• 社会実装に向けた法令、技術標準

との整合性を評価できる技術 

資源 

• ナショナル・セキュリティを基本

とした取り組み 

• 国際協力の推進と日本の独自性

の両面からの技術開発 

地球温暖化 

• モニタリング、発生メカニズム、影響

関連研究、技術開発 

• 局所的災害への対応 

環境保全、環境解析・予測、環境創成 

• 放射性物質除染技術 

• 水銀除去、アオコ・赤潮の回避 

• 環境や生態系におけるリスク要因の解

明と適切な対策 

• 途上国でも実現可能な技術およびシス

テム開発 

• 気候変動の緩和、自然災害を低減する

ための適応技術 

• 技術開発や社会実装における不確実性

の改善 

水 

• 資源配分と国際連携 

• 水資源確保に向けた国際連携 

リユース・リサクル 

• 実用化に資する経済性を考慮し

た国・研究機関・企業との連携

• 社会実装のための社会システム

開発 

• 社会受容性を高めるための仕組

み作り 

リスクマネジメント 

• リスク情報の“伝達”から“対

処”、”行動”変容の導出 

• 科学技術がもたらすベネフィッ

トとリスクの分析 

政
策
へ
の
期
待 

• 長期展望に立った政策的支援の

必要性 

• SIP(戦略的イノベーション創造

プログラム)で推進されている

エネルギー関連技術プロジェ

クトと一体型の開発体制の構

築 

• 当該関連技術の戦略的な方向性

（政策立案、選択）の明確化 

• IPCC 第 5 次評価報告書：2℃目標の達

成 

• 低炭素社会の実現に向けた社会経済的

な制度構築に関する科学技術面から

の検討 

• 研究蓄積、課題への対処経験の発展地

域での展開 

• 技術的実現に向けての資源配分と人材

戦略、社会実装への資源配分と内外

連携・協力 

• 人文社会科学系との連携に基づく他地

域にも展開できる統合的な手法によ

る課題解決 

• 水の循環利用、水質評価技術等

で、世界の水ビジネスを先導し

ていくこと（支援） 

• 将来の産業基盤を担う人材の育

成施策（例：放射性廃棄物、レ

アメタルリサイクル） 

• リスクに関わるステークホルダ

間のコンセンサス形成の重要

性 
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4. まとめと考察 

今回、シナリオ作成に際し、従来のような「強

み-弱み」と言った対局軸は設定せず、2030 年以

降の「あり得る未来像」から、そのような未来を

実現するための施策、その担当者、推進・阻害要

因の抽出を試みた。すべての科学技術に密接なつ

ながりを持つエネルギーや環境分野は、独立した

シナリオ作成は困難であり、よって何らかの軸で

優先順位を付けて作成することがベストな方法

と思われる。しかし、経済性を優先させる場合は、

環境負荷との関係、また技術主導と人的主導の両

方を考慮したシナリオでは、やはり実現性に関す

る議論が必要となってくる。 

またこのシナリオプランニングは、2030 年以

降の「あり得る未来像」のシナリオから、それら

を実現するための施策、その担当者、推進・阻害

要因の抽出に力点を置いている。したがって、シ

ナリオは実現可能性の一例であり、優先的な目標

を示すものではない。 
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